
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和６年１２月１２日
国土交通省 九州地方整備局

企画部 インフラＤＸ推進室
建設専門官 酒匂 俊輔

インフラ分野におけるＤＸの取り組みについて

～デジタル技術による働き方の変革～
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本日お話しさせていただく内容
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【１】 九州地方整備局におけるインフラＤＸの推進

【２】 大規模災害事例紹介（Ｒ６能登半島地震）

【３】 ３次元データについて

【４】 様々な分野でのバーチャルツアー活用事例

【５】 インフラ分野のメタバース（九州地整の事例）



【１】九州地方整備局におけるインフラＤＸの推進
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DX（Digital Transformation）

DXとは、「デジタル技術による働き方の変革」

○ 技術が高度である必要は無く、身近なデジタル技術を用いて、働く人の
「負担軽減」「安全の確保」「省力化」「使い方が簡単」「機材が入手しやすい」「工期短縮」等
のメリット生じさせる事が重要。（導入しやすく効果が高い）

活用技術：３Ｄ計測、クラウド、点群、ドローン、ＡＩ、ＧＩＳ、ゲームエンジン等
ルール見直し：デジタル技術活用に適合した業務ルールの見直しを行い変革を推進

○インフラ分野のDXは ICT、BIM/CIM等（←個々のＤＸ）建設現場の枠を超えた変革を目指している
ICT、BIM/CIM等を含むデジタル技術を「効果的に活用」して、働き方をよりよく変革すること

〇変革とはこうした技術をきっかけに社会等が変わることです。デジタルを用いて行うとDXとなります。
D（デジタル）は重要でなく、X（変革）が重要です。

九地整が目指すインフラ分野のDＸ推進
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「インフラ分野のＤＸ」
インフラ分野のＤＸの方向性

インフラ分野のDX（業務、組織、プロセス、文化・風土、働き方の変革）

バーチャル現場

デジタルツイン

建機の自動化・自律化

VRでの現場体験、3Dの設計・施工協議の実現

国土交通データプラットフォーム地図・地形
データ

気象
データ

交通（人流）
データ

防災データ

エネルギー
データ

施設・構造
物データ

ハザードマップ（水害リスク情報）の3D表示

AIを活用した画像判別

イ
ン
フ
ラ
の
利
用
・

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

建機メーカー建設業界
建設コンサルタント 等

ソフトウェア、通信業界
サービス業界

占用事業者

デジタルデータの連携リスク情報の3D表示により
コミュニケーションをリアルに

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

管
理
等
の
高
度
化

AIにより交通異常検知の判断・点検等を効率化

特車通行手続の

即時処理

地下空間の3D化

所有者と掘削事業者の

協議・立会等の効率化

河川利用等手続きの

オンライン24時間化

ICT施工

コンクリート工の規格の標準化

施工時期の平準化

あらゆる建設生産プロセスでICTを全面的に活用
【３次元測量】 【ICT建機による施工】

BIM/CIM

受発注者共に設
計・施工の効率化・
生産性向上

定型部材を組み合わせた施工

平準化された工事件数

現状の工事件数

２か年国債・ゼロ国債の設定

i-Construction（建設現場の生産性向上）

自律施工技術・自律運転を活用した建設生産性の向上
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九州インフラＤＸアクションプラン２

○４つの変革13項目と2９の具体の取り組み
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代表的な先進的取り組み事例
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ＤＸで安全性・効率化が大幅に期待できる

例えば、火山噴火時の職員による緊急調査・・この調査は火山噴火後の降灰の影響による土石流発生の危険度
を調査し自治体に情報提供するものであるが、実は調査を行う職員が一番危険な状況におかれている・・

桜島砂防出張所

桜島
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雲仙普賢岳噴火では、
火砕流の温度は約６００度、
時速約１００ｋｍで流下。

火砕流から逃げ切ることはほぼ不
可能なので、基本は近づかない。

ＤＸで安全性向上が大幅に期待できる

雲仙普賢岳
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ＤＸで安全性向上が大幅に期待できる
事例：雲仙普賢岳（平成３年）

噴火により山の斜面が火山灰に覆われると浸透能が大幅に低下し、１０ｍｍ／ｈ程度の雨でも土石流が発生する可能性
が高まる。現地調査地点で雨が降っていなくても、上流域で降雨があれば突然土石流が襲ってくることを知っておくこ
とが大事。
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「動体検出技術による崩壊地検出」

・CCTV映像から崩壊現象の発生位置と範囲、時間を検出

・崩壊開始時と終了時の差分解析より、崩壊の領域や時刻
が把握可能

令和5年国交省ツイッターにも掲載

崩壊現象の検出動画
崩壊現象発生タイミングを検出

オプティカルフロー適用差分解析結果

資料提供：大隅河川国道事務所
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「流速の検知・検証の事例」

検知動画例1 野尻川1号堰堤 検知動画例2 野尻川1号堰堤
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資料提供：大隅河川国道事務所



画像処理＋AI 使い所

動体検知の使い所
・速度計測
・水位＋速度で流量に換算
・出水のピーク検出

【応用例】
領域内の移動物体検知
⇒侵入者検知（不法侵入等）

未だCCTV動画は目視確認が基本
（確認出来ないまま破棄される動画
も・・）

⇒領域に一定以上の速度の
物体が侵入したら知らせるor
検知前後数分の動画を保存

複雑な対象はAIで対応か・・？
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地形画像診断とボーリングコアのＤＸ化

ボーリングコアの可視化技術もＤＸ化の取り組みが進んでいます。←コアのデジタル検診（人間ドックのようなもの）
半日でコア箱１００箱程度の検診（デジタル検診）も可能らしい・・

地質情報がＤＸ化されることで、コア箱の長期保管等も必要なくなる時代がすぐそこまできています！！



Society 5.0 （目指すべき未来像） のイメージ

Society5.0では、コンピュータの上につくる
「仮想空間」と、私たちが暮らす「現実空間」
とを高度に融合させることによって、社会を
より良い「人間中心の社会」に変えていく
ことを目指します。 15



将来の社会イメージ ⑤建設現場

人手不足の状況下でも生産性・安全性が最大限高まるような建設施工の自律化・遠隔化などが実現する社会
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将来の社会イメージ ⑥サイバー空間

生活空間を構成するあらゆるデータがサイバー空間上で相互に連携され、
どこにいても多様なサービスを享受できる社会
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【動画】建設機械産業の将来ビジョン

「20年後の建設現場」

出典：一般社団法人 日本建設機械工業会 18



ＤＸが効果を発揮する場面を考えよう（負担増はＮＧ）

安全性

大

小 作業量小

大

業務を進めるうえでデジタル技術を活用
した変革が求められるものを抽出する

安全性が向
上するか？

作業負担が減
少するか？

コストが減
少するか？
など

このエリアのＤＸは
優先度が高い
（効率化）

このエリアのＤＸは
最も優先度が高い
（安全性・効率化）

このエリアのＤＸは
優先度が高い
（安全性）

このエリアは
既存手法でもよい
（効果が低い）

指標は自由：各部署で求められる指標を作り、優先的に取り組むべきＤＸを選択すればよい
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ＤＸは社会全体の動き
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①ＤＸは「まず足を踏み入れ、出来ることから始める」ことが大事です。

②大学等では３次元データの活用方法について学ぶ場が増えており、
今後はデジタル世代の特性を活かしたマネジメントが必要になる。

③社会全体がＤＸに取り組む中、「現状のまま」でいることは「衰退してい
く」ことに繋がると考えた方がよい。

④働き方の変革にデジタル技術やＡＩの効果的な活用は必須の時代。

⑤建設業はＤＸにより労働生産性の大幅な向上が期待できます。



【２】大規模災害事例紹介（Ｒ６能登半島地震）
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令和６年能登半島地震について

桜島

写真：2024.8.19～22撮影

能登空港
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令和６年能登半島地震について

2024.8.25現在

写真：2024.8.19～22撮影
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令和６年能登半島地震について

輪島市西部で最大約４ｍの隆起、最大約２ｍの西向きの変動
珠洲市北部で最大約２ｍの隆起、最大約３ｍの西向きの変動
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令和６年能登半島地震について

●写真で白く見えている岩礁は、もともと海底だったところ

●地震により海底が隆起したため、海岸線が大きく後退している

●能登半島は海と山に挟まれた場所に主要道路が多く通っているが、大規模な斜面崩壊が多数発生した
ため、隆起した岩礁に仮設道路を施工し車両を迂回させている（つまり、消波ブロックより海側に仮設
道路がある状況）

写真：2024.8.19～22撮影

珠洲市高屋町 輪島市名舟町
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令和６年能登半島地震について
写真：2024.2撮影

輪島市野田町 国道２４９号



27

令和６年能登半島地震について

●被災個所数は９０００箇所以上あるが、災害査定進捗率は９月末で５割ぐらいと推定される

●査定設計書作成期間の大幅な短縮と災害査定の加速化が必須

桜島

写真：2024.8.19～22撮影

輪島市マリンタウン

輪島市河井町

輪島市河井町
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令和６年能登半島地震について

●道路、歩道は大きく波うち、段差や隆起・沈下量は数十ｃｍに達している

桜島

写真：2024.8.19～22撮影

輪島市マリンタウン
輪島市マリンタウン
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令和６年能登半島地震について

●地盤の隆起、堤防の損傷等により、交差部に大きな段差が生じている

●左右岸の堤防護岸は崩壊しており、大型土嚢で応急対応が行われている

桜島

写真：2024.8.19～22撮影

輪島市町野町

二級河川 町野川



【３】３次元データについて

30



31

３次元計測手法の特徴とＤＸの適用性（１）
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３次元計測手法の特徴とＤＸの適用性（２）



ＬｉＤＡＲセンサー（物体の形状や距離を触らずに測定する技術の1つ）
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【LiDARセンサー】とは、
①光を出して
②物体で反射して帰ってきた光を分析
③物体までの距離や形状をはかる

（ＬｉＤＡＲ）

・対象物との距離だけでなく、形状や大きさを高
精度に検知することができる。

ミリ波レーダ ＋ カメラ

ＬｉＤＡＲ

（ミリ波レーダーとカメラの組み合わせ）

・暗い夜や逆光などの環境下では、カメラの対
象物認識精度が劣るといった課題がある。

ＬｉＤＡＲを搭載した機器事例
・ｉｐｈｏｎｅ12以降ＰＲＯ、ｉｐａｄなど
・ドローン
・お掃除ロボット、防犯システム

ホームページ



目的に応じた点群データ密度が必要
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ＬｉＤＡＲセンサーを利用した点群データの取得
（モバイル端末でのスキャン）
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• 近年では、市販のスマートフォン等のモバイル端末より低コストで簡易に点群計測を行うことが可能となってきた。
• モバイル端末のカメラで取得した写真から3次元を生成するSfMによる手法や一部機種(iPhone Proシリーズ等)に

搭載されているLiDARセンサーを利用し3次元形状を復元する手法等が存在する。
• モバイル端末に搭載されているセンサーやカメラで被災箇所の動画を撮影するような形で3次元化し、点群データを取

得し、計測を行う。また、衛星による全世界測位システム（GNSS）を組み合わせることで位置情報の入った高精度
な3次元計測が可能な技術も登場している。

• 対象物に非接触で計測が可能
• 場を面的にデータ取得が可能
• 短時間で計測作業が可能
• 小型で軽量(数百ｇ程度)で扱いやすい
• 一般の家電量販店で入手可能



スマートフォンによる３Ｄ測量について（ＳＦＭ）
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レーザー測量機能を持たない安価なスマホでも、写真を解析し３Ｄモデルを作成する事が可能。
令和４年台風１４号では宮崎県内の被災現場で、１００を超える災害現場の３Ｄモデルが作成、クラウド

にて共有された。

動画撮影のようなイメージで災害現場をスマート
フォンで写すことで、自動的に３Ｄを作成するのに適
したタイミングでシャッターが切られる。写真をクラ
ウドにアップすると自動的に３Ｄモデルが作成・共有
される。この現場では１６７枚で作成。
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桜島

写真：2024.8.19～22撮影

●スマートフォンで簡単にＳＦＭ用のデータ取得が可能

（右下程度の処理であれば１～２分で処理完了）

スマホで撮った写真（５秒程度） スマホでＳＦＭ用に撮影（３０秒程度）

令和６年能登半島地震の被災箇所で３次元データを取得（１）

「スマートフォンアプリ SCANIVERSE」
※製品は１例
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●ＳＦＭ解析（AIで自動処理）で３次元データ化すると、スマートフォンやＰＣを使って
好きなポイントを計測できる

桜島

写真：2024.8.19～22撮影

「スマートフォンアプリ SCANIVERSE」
※製品は１例

令和６年能登半島地震の被災箇所で３次元データを取得（１）



【５】様々な分野でのバーチャルツアー活用事例
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• バーチャルツアーとは、複数の360度画像を繋ぎ合わせることで現地の状況を再現する技術。
• バーチャルツアーで使用可能なデータは360度画像だけでなく、静止画や動画、PDF等の添付資料

やURLを活用しウェブサービス等の情報も集約可能(ソフトウェアの機能による)で、画像だけでは表
現できないものも柔軟に表現することが可能。

1. このツール一つでデータを一元的に
管理することが可能になる。

2. 画面上の操作で拡大縮小なども容易。

3. 紙による説明資料の大幅な削減が期
待できる。

画像、ＶＲ、点群、動画等多彩で大
量のデータを、簡単に共有できる。
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バーチャルツアーの作成は簡単！
安全な調査、進捗状況の記録・共有、事業や用地の地元説明など、活用の幅がとても広い



３６０度カメラのみで作成したバーチャルツアー
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建政部 九州歴史まちづくりにおけるＤＸ

重要文化財 八千代座バーチャルツアー

重要文化財 大浦天主堂
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鹿児島国道ＨＰ 事業紹介

鹿児島東西道路

阿久根川内道路
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バーチャルの世界でインフラ分野の生産性を向上させる

ＳＦＭ、点群データ、位置情報などを取得することで、観光（歴史的文化財の保存）・人材育成（研修・デジタ
ル空間での実習）・リクルート活動など、活用の幅が広がる
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【６】インフラ分野のメタバース
（九州地整の事例）

45



メタバースとは、
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メタバースとは、
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建設分野（九地整の取り組み）でのメタバース（１）
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建設分野（九地整の取り組み）でのメタバース（２）
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ゲームエンジンを使ったＶＲ
職員が UNREAL Engine を使って作成した動画
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３次元データを活用したコンテンツは、様々な用途で活用の幅が広がる
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福岡国道事務所（博多バイパス）


